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『
声
堰
の
嶺
宝
』
発
見
！

昨
年
1
0
月
、
戸
坂
新
町
二
丁
目
の
民
家

の
庭
か
ら
弥
生
時
代
後
期
～
古
墳
時
代
初

期
の
も
の
と
み
ら
れ
る
土
器
が
出
土
し
、

「
浄
厳
寺
北
遺
跡
」
と
名
付
け
さ
れ
ま
し

「
減
ら
そ
う
犯
罪
」

東
区
民
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
！

年
末
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
中
一
へ
」

た。
檎
垣
氏
（
山
根
町
内

会
）
、
高
下
氏
（
山
崎
町
内

会
）
を
は
じ
め
「
戸
坂
ア

ー
カ
イ
ブ
ス
委
員
会
」
の

品
田
会
長
（
城
山
学
区
社

1
2
月
3
日
（
土
）
、
束
区
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
た
東
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
協
議
会
主

催
の
～
「
減
ら
そ
う
犯
罪
」
東
区
民
大
会
～
に
、

1
2
月
1
7
日
（
土
）
1
7
‥
0
0
か
ら
戸
坂
小
学
校
グ
ラ

ン
ド
に
、
戸
坂
社
協
に
属
す
る
9
町
内
会
を
は
じ
め

4
5
の
各
種
団
体
等
約
1
3
5
名
が
参
加
し
、
「
第
1
1
回
年

協
会
長
）
を
中
心
と
し
た
メ
ン
バ
ー
の
他
、

多
く
の
方
の
協
力
を
得
て
、
既
に
発
掘
作

業
を
終
え
洗
浄
、
修
復
、
調
査
と
次
の
ス
テ

ッ
プ
に
入
っ
て
い
ま
す
。

「
浄
厳
竜
北

遺
跡
」
か
ら
出

土
し
た
土
器
は

こ
れ
ま
で
戸
坂

地
域
か
ら
出
土

し
た
土
器
等
に

比
し
て
量
、
質

に
優
れ
た
も
の

で
、
戸
坂
地
域

戸
坂
学
区
社

協
か
ら
も
9

町
内
会
と

各
種
団
体
を

含
め
4
1
名

が
参
加
し
ま

し
た
。今
年
は
、

広
鳥
県
竃
察

本
部
の
減
ら

そ
う
犯
罪
情

報
官
（
佐
藤

氏
）
の
．
「
日

本
一
安
全
・

末
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
開
会
式
前
に

「
子
ど
も
太
鼓
ク
ラ
ブ
」
の
メ

ン
バ
ー
に
よ
る
花
笠
音
頭
の

踊
り
で
景
気
づ
け
を
行
い
、

開
会
式
、
町
内
パ
ト
ロ
ー
ル
、

閉
会
式
と
約
l
時
間
で
行

事
を
無
事
終
え
ま
し
た
。

景
〇
一
〇
－
　
9
　
　
9
－
－
－
回
’
　
　
口
　
　
目
　
　
す
　
　
l
　
　
細
　
　
萱
9
－
9

⑱
戸
坂
連
合
系
ー
芙
会

－
　
※
戸
坂
学
区
関
連
　
1
1
月
2
3
日
（
視
）
実
施

の
宝
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
お
宝
の
土
器
は

調
査
整
理
後
、
戸
坂
公
民
館
で
保
管
や
展

示
が
さ
れ
ま
す
の
で
楽
し
み
に
し
て
い
て

下
さ
い
。

安
心
な
広
島
県
を
め
ざ
し
て
」
の
分
か
り
易
い

講
演
の
あ
と
、
東
区
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

に
て
「
東
区
母
子
寡
婦
福
祉
会
」
と
「
広
畠
市

学
区
体
育
団
体
東
区
連
合
会
」
の
2
団
体
の
活

動
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
極
上
で
手
話
に
よ
る
対
応
が
あ

り
、
大
変
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

・
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
の
部
・
・
・
優
勝
山
根
町
内
会

・
転
が
し
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
の
部
・
・
・
優
勝
山
根
町
内
会

準
擾
勝
惣
田
町
内
会

・
ペ
タ
ン
ク
の
部
・
・
・
優
勝
惣
田
町
内
会

第
三
位
山
根
町
内
会

・
ク
ッ
ブ
の
部
…
優
勝
山
崎
町
内
会

準
優
勝
惣
田
町
内
会

・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
男
子
の
部

準
優
勝
桜
西
町
内
会
　
第
三
位
手
足
町
内
会

・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部

第
三
位
山
根
町
内
会



Vi‾VtrTr年子子持i 

鶉濫 �い　ノi 　　瞥 � 

∵ �　富3 ∴「∴言∴ � 

離∴∴ �‾： ∴∴ 講魅i 
′i　中▲　語ヅ � � 

／吉日言子吉∵（二言ii点検 ��六・一ふ憲 

1．年 �黒滝 �∴；：∴一∴†軸○○車軸 ���∴－÷㌣轟】 

サリ号豪雨

「ふれあいサロン」 

（戸坂社協事務所） 

移転しました！ 
＜2016年12月1日＞ 

戸坂手足二丁目9－5 

↓ ‾坂 �中町2ir；219 

亭嫁地域毎彊妻 ���緻幼iJ「 

計＿iil �●－∴　　　　∴ � � 

∴「 � � � 

嘲 

年
末
夜
間
警
戒
ハ
ト
0
－
ル
実
施
！

1
2
月
5
0
日
　
（
火
）
　
2
0
時
か
ら
、
年
末
恒
例
戸
坂

学
区
防
犯
連
絡
協
議
会
主
催
の
「
年
末
夜
間
菖
戒
パ

ト
ロ
ー
ル
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

昨
年
よ
り
は
少
し
寒
い
晴
天
の
夜
で
し
た
。

東
消
防
団
戸
坂
分
団
車
庫
に
て
各
町
内
会
の
防
犯

協
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
戸
坂
消
防
分
団
貴
合
わ
せ

【
岨
消
防
訓
練

戸
坂
学
区
自
主
防
災
会
連
合
会
で
は
、
2
月
1
8
日

（
土
）
　
戸
坂
集
会
所
消
防
訓
練
と
各
町
内
会
の
自
主

防
災
活
動
の
一
環
と
し
て
、
隋
災
意
識
の
高
揚
を
図

る
た
め
「
広
島
市
総
合
防
災
セ
ン
タ
ー
」
　
で
各
町
内

3
5
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

田
中
会
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
戸

坂
交
番
か
ら
現
状
の
戸
坂
管
内
に

お
け
る
犯
罪
等
の
説
明
が
あ
り
、
そ

の
後
、
各
町
内
会
毎
に
分
散
し
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い

ま
し
た
。

新
年
互
礼
会

会
の
自
主
随
災
会
会

長
を
中
心
に
戸
坂
女

性
会
、
お
や
じ
の
会
か

ら
2
4
名
が
研
修
を
受

け
ま
し
た
。

講
師
の
大
変
分
か

り
易
い
説
明
で
2
時

間
受
講
し
た
研
修
内

容
を
、
各
自
主
防
災
会

の
今
後
の
活
動
の
中

士
・
気
象
キ
ャ
ス
タ
ー
で
も
あ
る
大
隅
智
子
氏
が
講

師
で
大
変
分
か
り
易
く
解
説
さ
れ
内
容
の
濃
い
講
演

会
で
し
た
。

『
さ
く
ら
れ
7
ェ
（
認
憧
れ
7
ェ
）
』
で
W
取
材

1
1
月
1
0
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
さ
く
ら
サ
ロ
ン
の

『
さ
く
ら
カ
フ
ェ
』
で
1
1
月
1
5
日
T
V
取
材
が
あ
り

ま
し
た
。
当
日
の
　
『
さ
く
ら
カ
フ
ェ
』
に
は
い
つ
も

の
メ
ン
バ
ー
に
初
め
て
の
方
を
含
め
7
名
の
方
が
来

ら
れ
ま
し
た
。
以
外
に
も
　
『
さ
く
ら
カ
フ
ェ
』
　
に

関
わ
っ
て
い
る
サ
ポ
ー
タ
ー
の
メ
ン
バ
ー
も
沢
山
集

ま
り
、
大
賑
わ
い
で
し
た
。

い
つ
も
の
メ
ン
バ
I
と
初
畠
常

め
て
の
メ
ン
バ
ー
も
楽
し
く

会
話
さ
れ
た
り
、
皆
さ
ん
で
懐

か
し
い
昭
和
の
歌
を
歌
わ
れ

た
り
で
、
大
変
楽
し
い
『
さ
く

年
明
け
早
々
の
1
月
3
日
（
日
）
　
1
2
時
か
ら
、
戸

坂
小
学
校
体
育
館
に
て
「
平
成
2
9
年
戸
坂
学
区
新
年

互
礼
会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

出
席
者
は
、
各
町
内
会
役
員
等

を
中
心
に
来
賓
的
名
を
含
め
1
8
0

名
で
、
今
年
も
他
の
ど
の
学
区
社

協
よ
り
も
早
い
開
催
と
な
り
ま
し

た。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
各
町
内

会
代
表
に
よ
る
カ
ラ
オ
ケ
大
会
を

で
活
用
し
て
い
く
こ
と
を
参
加
者
2
4
名
が
意
識
合

わ
せ
を
し
ま
し
た
。

葦
素
区
「
髄
災
講
演
会
」
を
聴
端
子

2
月
2
5
日
　
（
土
）
　
1
4
時
～
東
区
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
た
「
肪
災
講
演
会
」
に
東
区
内
各
地

域
の
自
主
防
災
会
会
長
等
多
数
の
方
が
出
席
さ
れ
戸

坂
学
区
か
ら
も
各
町
内
会
の
自
主
防
災
会
会
長
等
が

ら
カ
フ
ェ
』
と
な
り
ま
し
た
。
－

当
日
の
模
様
は
、
1
2
月
2
6
日
（
月
）
広
鳥
テ
レ
ビ

夕
方
の
番
組
で
放
映
さ
れ
ま
し
た
。

毎
月
第
四
火
曜
日
1
0
時
～
参
加
自
由
（
無
料
）
　
で

す
の
で
気
軽
に
参
加
さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

うか。

行
い
ま
し
た
。

出
席
聴
講
し
ま
し
た
．
。

講
演
内
容
は
、
「
広
島
の
天
気
と

気
象
災
害
に
つ
い
て
～
自
分
の
命

は
自
分
で
守
る
！
～
」
気
象
予
報


